
キウイフルーツの剪定

しまなみ
農業だより

剪
定

　キウイフルーツは蔓性で成長が早く、毎年剪定しないと枝が込み合ってごちゃごちゃになってしまいます。枝を更新し単純な樹形を保つようにしましょう。

　

１
本
が
４
×
６
ｍ
の
50 

㎝
メ

ッ
シ
ュ
の
棚
栽
培
と
し
ま
す
。

主
枝
２
本
と
し
、
50 

㎝
ご
と
に

左
右
に
１
５
０
cm
の
結
果
枝
を

配
置
し
ま
す
。
魚
の
骨
の
よ
う

に
枝
が
配
置
さ
れ
る
の
が
理
想

で
す
。

目
標
と
す
る
樹
形

　

４
月
に
前
年
の
枝
（
結け

っ
か果

母ぼ

し枝
）
か
ら
伸
び
た
枝
（
結け
っ
か果

枝し

）
の
基
に
実
が
付
き
ま
す
。

こ
の
結
果
枝
や
、
４
〜
７
月
に

出
て
実
を
つ
け
な
か
っ
た
枝
が

翌
年
の
結
果
母
枝
に
な
り
ま

す
。
結
果
枝
の
実
の
つ
い
た
部

結
果
習
性

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り

主
枝
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
出
た

結
果
母
枝
に
更
新
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

上
確
保
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

主
枝
、
亜
主
枝
が
４
ｍ
間
隔
で

平
行
に
配
置
で
き
れ
ば
、
あ
と

は
長
さ
１
５
０
㎝
程
の
結
果
母

枝
を
50 

㎝
お
き
に
棚
付
け
し
、

そ
れ
以
外
の
枝
を
落
と
せ
ば
剪

定
は
終
了
で
す
。結
果
母
枝
は
、

先
が
ま
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
切

り
返
し
ま
す
。

　

棚
付
け
す
る
結
果
母
枝
は
長

さ
７
０
〜
１
５
０
㎝
が
理
想
で

さ

す
が
、
な
い
場
合
は
、
枝
を
移

動
し
た
り
、
短
い
結
果
母
枝
も

使
っ
た
り
し
て
空
間
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
１
㎡
当
た
り
３
本

の
結
果
母
枝
が
あ
れ
ば
、
反
収

2.5
〜
３
ｔ
が
見
込
め
ま
す
。
７

月
〜
８
月
に
出
た
枝
を
捻ね
ん
し枝

し

て
結
果
母
枝
を
確
保
し
て
お
く

と
剪
定
の
時
に
困
ら
ず
に
す
み

ま
す
。

　

ま
ず
主
枝
を
決
め
ま
す
。
主

枝
と
主
枝
の
間
隔
は
４
ｍ
で
、

平
行
し
て
伸
ば
す
の
が
理
想
で

す
。
４
ｍ
以
上
間
隔
が
あ
く
場

合
は
亜
主
枝
を
と
る
よ
う
に
し

ま
す
。
主
枝
の
長
さ
は
３
ｍ
以

分
か
ら
は
実
を
つ
け

る
枝
（
結
果
枝
）
が

出
な
い
の
で
、
続
け

て
利
用
す
る
と
、
実

の
な
る
部
分
が
ど
ん

ど
ん
先
に
な
っ
て
し結果枝 ここで切り返す

結果枝結果母枝

翌 年

この部分は実が着かない

6 m

4
m

主枝 結果母枝

選 

定 

前

選 

定 

後

50cm

目標とする樹形
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消 防 だ より

平成30年10月出動件数

（平成30年10月31日現在）

火災・救急・救助は

上島町消防署　☎77-4118

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H30累計

火災 ０ ０ ０ ０ ０ ３

救急 17 9 6 2 34 407

岩
城
積
善
山
救
急
救
助
訓
練

　

10
月
31
日
（
水
）、
岩
城
島
積
善
山
に

お
い
て
、
愛
媛
県
消
防
防
災
航
空
隊
と

上
島
町
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
山
道
か
ら
滑
落

し
負
傷
し
た
傷
病
者
を
消
防
隊
が
救
出

し
た
後
に
、
現
場
上
空
の
防
災
ヘ
リ
に

収
容
し
、
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の

想
定
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
（
月
）、
愛
媛
県

消
防
学
校
に
お
い
て
、
地
域
防

災
力
の
中
核
を
担
う
消
防
団
の

充
実
強
化
す
る
た
め
、
未
来
の

消
防
団
の
担
い
手
で
あ
る
中
学

生
を
対
象
に
、
愛
媛
県
消
防
協

会
の
主
催
に
よ
る
消
防
体
験
学

習
が
実
施
さ
れ
、
上
島
町
か
ら

は
、
弓
削
中
学
校
１
年
生
23
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
は
、
消
防
学
校
教

官
の
指
導
に
よ
り
行
わ
れ
、
防

火
衣
や
空
気
呼
吸
器
の
装
着
や

濃
煙
体
験
に
始
ま
り
、
消
防
ホ

ー
ス
を
伸
ば
し
て
放
水
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
全
国
的
に
消

防
団
員
の
人
材
確
保
が
難
し

く
、
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
啓
発
を
目
的
に
実

施
さ
れ
も
の
で
す
。

　

消
防
署
本
部
で
は
、
今
後
も

町
内
の
中
学
生
に
、
体
験
学
習

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

弓
削
中
学
生
が
消
防
体
験
学
習

　
　
　

〜
未
来
の
消
防
人
育
成
〜

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下

｢
住
警
器｣

）
の
設
置
義
務
化
に

よ
り
、
上
島
町
内
の
設
置
率
は

81
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
警

器
は
、
火
災
に
よ
り
発
生
し
た

煙
を
感
知
し
、
音
声
等
の
警
報

で
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
火
災
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
住
警
器

の
寿
命
は
概
ね
10
年
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
点
検

を
行
い
、
寿
命
が
来
た
場
合
に

は
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

点検しましょう！　住宅用火災警報器

　

11
月
２
日
（
金
）、
松
山
市
で
平
成
30

年
度
愛
媛
県
消
防
団
員
意
見
発
表
会
が
開

催
さ
れ
、
東
予
地
区
代
表
の
澤
田
友
樹
団

員（
岩
城
）が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
団
員
が｢

優
秀
賞｣

を
受
賞

　
　
　
愛
媛
県
消
防
団
員
意
見
発
表
会

　

こ
の
発
表
会
は
、
東
・
中
・

南
予
か
ら
選
抜
さ
れ
た
３
名
の

消
防
団
員
が
、
与
え
ら
れ
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
対
策
や
意

見
、
考
え
方
や
取
り
組
む
べ
き

課
題
等
に
つ
い
て
消
防
関
係
者

に
示
し
、
消
防
団
活
動
の
諸
問

題
に
関
す
る
よ
り
一
層
の
知
識

の
研
鑽
や
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

澤
田
団
員
は｢

被
災
地
域
に

お
け
る
今
後
の
消
防
団
員
の
役

割
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
意
見

の
発
表
を
行
い
、内
容
や
態
度
、

表
現
力
が
評
価
さ
れ
、
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

澤田 友樹団員

平成 30年度全国統一防火標語

「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

意
見
発
表
の
様
子

放
水
訓
練
の
様
子

弓
削
中
学
校
１
年
生
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